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第15回南極条約協議会議
星 合 孝 男
1989年10月9日から22日までの間,パ リで開催された
第15回南極条約協議会議は,いわば南極環境問題会議と
● でも言うべ きも・であ・た潤 会・際・て,・ ・一・仏
首相が環境問題の重要性と,協議国の責任,こ れに対す
るフランスの関心を強調 したことに依って象徴 されてい
る.ト ピックスを述べるに先立って,実 質的な議題を挙
げて,会議の全体像を示 してお く,
議題6:南 極条約体制の運用
(a}白書(b)組織(c)会議報告書の公開
議題7:南 極環境,南 極環境に依存する生態系,南 極
環境に関連する生態系の保護に関する包括的
措置
議題8:オ ゾン層を含む全地球的環境変化の理解と監
視における南極の役割り
議題9:南 極環境に対する人間の影響
〔a)廃棄物処理(b)海洋汚染(c)環境評価措置
の実施
議題10:南極における自然保護体制
(a)M　SSSIの提案　(b)SSSIの現況(c)新た
に追加する保護措置　(i)SPA,　SSS1,　HM
視察報告(li)視察報告の出版　〔m)SPAの監
● 理計画 〔i・)保護区域の新範疇(d)史蹟
議題11:国際科学研究協力の推進
議題12:国際科学研究協力を助長するための措置
(a}南極地域における科学データの相互比較性
と接近性の改善 〔b)基地集中
議題13:南極条約適用地域における観光客,非政府探
検隊の影響
議題14:南極気象と通信
議題151南大洋における船舶航行に対する海洋気象情
報提供
議題16:南極水域における海図作成のための協力
議題171南極地域における航空安全
議題18:南極地域における氷の利用
議題19:南極条約による査察
議題7～10はまさに環境問題そのものであ り,12(b),
13,18も関連議題と考えられ,ニ ュージーランドのビー
ビー氏を議長とする分科会が専 ら検討 した.他 の議題は
ガラーサ(ウ ルグアイ)氏 を議長とする分科会に付記 さ
れた.と ころが,議 題7は会議冒頭からの議論が結着せ
ず,当 初予定の最終 日21日を22日に延長する結果 となっ
た.
南極条約協議国が,南極地域の自然環境保護を重視 し,
多大の努力を払って来たことは広 く知られている.動植
物相保存のための合意措置,洋 上あざらし保存条約,海
洋生物資源保存条約,そ して数多くの勧告,さ らには鉱
物資源活動規制条約と,その足跡を辿ることができる.
ところが,最 近の自然環境に対する関心の高 まりは,南
極はできるだけ自然のままに保つべきであ り,そのため
には,協 議国がこれまでにとってきた対応では不充分で
あるとし,南極条約とは別に,広 汎な南極環境保存条約
を締結すべきであるとの主張 を産み出すに至った.今 回
会議には,オ ース トラリア,フ ランスが共同 して条約の
骨子原案を提出したのであった,特 に,鉱物資源活動規
制条約については,そ の棚上げを主張した.こ れに対 し
多,くの国は,鉱物資源活動規制条約 を含め,協 議国のと
って きた環境保護対策は有用なものであり,今後とも足
らざるを補うことで充分対応できるとした.こ の対立が
会期を通 じて継続したわけであるが,最 終的には議題7
で扱われた全問題を検討するために,1990年に特別協議
会議 を開催すること,また,鉱 物資源活動規制条約の懸
案である賠償責任の検討を行 うことを勧告の形で決め結
着した.同 時に,議題8,9,10,12,13とも関連す る
ものとして,全 地球環境変化の監視を強化する一方,南
極現地での活動に由来する環境変化の監視も行うべき旨
の勧告が採択された.
環境保護を,現行の条約,勧 告を補足,強 化すること
に依 って行うとの立場に立てば,様 々な面での現地行動
が製肘を受けることは避けられない.議 題9〔a)の廃棄物
処理に関しては,第8回 協議会議で勧告された現行の廃
棄物処理基準の大幅な強化が図られた,強 化原案は,第
13回協議会議の要請を受けたSCARが,昨 年第20回総
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会で承認した"南極地域における廃棄物処理"中 の"勧
告"部 分を基本として,一層強い表現で記述 した勧告と
して採択した,不燃性固型物の母国への持ち帰り,可燃
性廃棄物の処理基準の強化など,現在の廃棄物について
だけでなく過去の廃棄物の撤去も問題にされている.廃
棄物処理の年次計画,お よびその達成率は.条約に依る
情報交換のための文書に含めることが義務づけられてい
る.廃 棄物の処理基準の強化は陸上だけでなく,条約適
用海域 を行動する船舶にも及んでいる.
南極で大規模な建設工事を行う場合,事 前に環境評価
を行うべ きことが,前回協議会議で決っている.し かし,
実施に際 しての評価基準は,必ず しも明確ではない.今
回も,議 論はあったものの結論が得られず.1990年の
SCAR総会に合せて開かれる南極観測実施責任者会議
(COMNAP)のワークシ ョップの結果などに期待する
こととなった.
協議国は自然環境保護のための積極的方策として,特
別保護地域(SPA),特別科学的関心地区(SSSI)を設
定した.ま た,史 蹟(HM)の 保存にも意を用いてきた.
しか し,保護の対象を生態系のみに置いているSPAに,
地質,雪 氷,地形,さ らには景観などの要素 をも対象と
した保護地域 を加える必要があるとして,　SpeciallyRe-
served　Area　(SRA)　を設けることとなった.さ らに,
観測活動が集中する地域では.相 互干渉を避けると共に,
環境への影響 と集積をも考慮し,関係国が協議して管理
計画 を立て,計画に従った行動 をとることが要求される
地域,　Multiple・Use　Planning　Area　(MPA)を設定する
こととした.一 方,　SPAについても.保獲対象の記述
を充実させ,管 理計画を明確にし,定期的な見直 しを行
うことが勧告された.
全地球的環境変化の研究 ・監視を行う上での南極の重
要性が,改 めて強調 された(議題8).　IGBPの一一環と
してSCARが 作成 した　"The　role　of　Antarctica　in
global　change"　に従った研究 ・監視 を行 うべきである
との宣言が採択 された.このための国際協力のあ り方が
検討 された.科学情報,設 営の情報は観測活動を円滑に
するだけでなく,安全の確保を通じて環境保護にも役立
つという認識が,総 ての論議に際して表明された.不測
の事故は自然破壊をもたらすという論理であった.条 約
に基づ く査察を行う場合,環境保護対策 を重要な対策と
すべ きであるという議論が出る程であった.この社会的
環境に対 し,我々も充分対応 しなくてはなるまい,
(筆者:国立極地研究所長)
南極海洋生物資源保存委員会第8回 年次
会合に出席 して
福 地 光 男
平 成 元 年U月6日 ～17日の 間,オ ー ス トラ リ ア の ホ
バ ー ト市 にお い て,標 記 会 合(CCAMLR)が 開 催 され
た.委 員 会 を構 成 す る19か 国 ・EEC,　お よ び,オ ブ
ザ ー バ ー 国4か 国,オ ブ ザ ー バ ー 組 織 の 代 表 な ど
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(ASOC;　Antarctic　andSouthern　Ocean　Coalitionを含
む)95名が 出 席 した.日 本 か らは 水 産庁 遠 洋 課 後 藤 暁 課
長 補 佐 を代 表 に10名が 参加 した.
過 去 の会 合 に は 極地 研 究 所 星 合 孝男 所 長,内 藤 靖 彦 教
授 らが 出席 して お り,会 合 の報 告,お よび,関 連 の 報 告
は極 地 研 ニ ュー ス 第51,62,63,67.69,82号に ま とめ
られて い る.
会期 の 前 半 は 主 と して科 学 委 員 会 に 当て られ,後 半 は
科 学 委 員会 の 報告 を基 に生 物 資 源 保 存 に関 す る諸 問 題 に
つ いて の 検 討 が 委 員会 で行 わ れ た .筆 者 は 科 学 委 員 会 に
の み 出 席 した の で,2-3の トピ ック スや 印 象 につ い て
報 告 す る.
科 学 委 員 会 は英 国 南 極 調 査 所1.　Everson博士 を議 長
に11月6日一10日の 間 開催 され た.
1988年7月1日 ～1989年6月31日の 漁 期 に ,メ ンバ ー
国6ヶ 国 に よ ってCCAMLR海 域 内 に お い て 商 業 漁 獲
が 行 わ れ た.フ ラ ン ス は 魚 類 を,チ リ ・日本 ・韓 国.
ポ ー ラ ン ドは ナ ンキ ョク オ キ ア ミを中 心 に,ソ 連 は両 方
を漁 獲 した.
ナ ン キ ョ クオ キ ア ミの 漁 獲 最 は39万5.470トンで 前 年
に 比 べ 約6.7%増加 し,過 去7年 間 で2番 目に 多 か っ た.
特 に 大 西洋 区(48海区)の 南 極 半 島域(48.1区)と サ ウ
ス ・ジ ョー ジ ア域(48.3区)で の 漁獲 増 が 目立 っ た.オ
キ ア ミの ロ ー カ ル な資 源 量 や 南 極 海全 体 の資 源量 に対 す
る 漁 業 の イン パ ク トを評 価 す る段 階 に は い まだ至 って い
な い.し か し,48.3区とい った ロー カ ル な海 区に 限 る と,
海 鳥.海 獣 類 の摂 食 時 期 と オキ ア ミ漁 期 が オ ーバ ー ラ ッ
プ す る こ とに よ り生 態 系 へ の イ ンパ ク トを懸 念 す る意 見
もあ り,科 学 委 員 会 の 一.一部 に は 早 く もオ キ ア ミ漁 獲 量 に
予 防 的 な上 限 を設 け るべ きで あ る との強 硬 意 見 もあ った.
生 態 系 モ ニ タ リン グ との 絡 み に お いて,オ キ ア ミ漁 業 の
規 制 が実 施 され る可 能性 が予 想 され る.こ れ に関 連 し,
陸 上 を基 地 と した モ ニ タ リ ング地 点の 登 録 と保 護 に 関す
る 緊急 の処 置 の必 要性 が打 ち 出 さ れた.ま た,モ ニ タ リ
ング の標 準 的 手 法 の 改 定 版が 提 示 され た .
魚 類 の 総 漁 獲 量 は10万4,405トンで,前 年 に比 べ て1
万6,051トン増 加 し た.主 に 大 西 洋 区 と イ ン ド洋 区(58
海 区)で 漁獲 され た.こ の 内,コ オ リ カマ ス は 約4万
5,000トンを 占 め.資 源 量 の 減 少 が 指 摘 さ れ,1989/90
年 漁 期 は,禁 漁期 の 設定 や漁 獲 量 の制 限 が な され た.ソ
連 に よ るハ ダ カ イワ シ の 漁獲 量 が 約3万 トン と急 増 した
こ と に対 して 懸念 が 示 された.ま た,他 の4魚 種 につ い
て は直接 漁 獲 が 禁止 さ れ た.延 縄 漁 業 に つ い て は ア ホ ウ
ドリ等 の 海 鳥 の混 獲,死 亡 例 が 報 告 され た.そ の他,48
海 区 にて ス ル メ イカ 類の 漁 獲8,23トンが イギ リス よ り報
告 さ れ た.
海 産 哺 乳 類 と鳥 類 資 源 に つ い て は,イ ギ リ ス よ り
CCAMLR海 域 外 の 延縄 漁 業 の 混獲 に よ りワ タ リア ホ ウ
ドリ生 存 数 の 減少 が 明 ら かに され た.ま た,漁 具 や梱 包
材 料 等 の マ リ ンデ ブ リス に よ る海 鳥 や あ ざ ら し等 の死 亡
例 が 報 告 され た.
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昨 年 の 第7回 委 員 会 にお いて,科 学 委 員 会 に 対 して,
m枯 渇 した,お よ び,枯 渇 しつ つあ る資 源 の実 用 的 な定
義,〔2)生態 系 に何 ら か の変 化 が 生 じた時,そ の 変 化 が 自
然 的 な変 化 に よる の か,そ れ と も漁 業 に よ るの か の 区 別,
の2点 に つ い て 意 見 が 求 め られ てい たが,現 段 階 で は ま
だ結 論 を出 せ な い と し,今 後 と も科 学 委 員 会の4つ の作
業部 会 の 活 動 を通 して,引 き続 き検 討 を重 ねて 行 く こ と
と した.
こ れ まで 科 学 委 員 会 の 副 議 長 で あ っ た 嶋 津 靖 彦(日
本)とE,　Marschoff　(アル ゼ ンチ ン)の 任 期 満 了 に 伴
い,　T,　G,　Lubimova　(ソ連)とG,　 Duhamel　(フラ ン
ス)が 次 の 副 議 長 に 選 出 され,任 期 は1991年の 会 合 終f
まで とな った.
CCAMLRの 会 合 は今 回 で8回 目 と な り,予 定 さ れた
議 題 の検 討,そ して,科 学 委 員 会 の レポ ー トの 採 択 まで
スム ー ズ に進 行 した との 印 象 を受 け た.こ れ までの 星 合
● 所長,内藤教授の後を受け,初めて本会合に出席 したが,
研究発表やシンポジウムとは異なり,緊張の連続であっ
た.今 後,南 極条約によるSPA,　SSS[,　さらには,新
たに設定 され る保 護区域,　SRA,　MPA,　など と,
CCAMLRの枠組で設けられる陸上のモニタリング地点
とをどのように調整するのかなど,南極の資源利用 と自
然保護との間に複雑な問題が生ずる可能性もあり,注意
を払う必要があろう.
(筆者:国 立極地研究所生理生態学研究部門助教援}
「地球規模気候変動 にお ける地表 面放射収支
に関す るCOSPAR/WCRP国際研究集会」
出席報告
1989年10月30日～11月3日
ビュルツブル ク ・西 ドイツ
山 内 恭
人1]:衛星による地表面放射収支観測の検討,そ して衛
星データの地上検証および放射量の長期変動のモニタリ
ングのための地上でのグローバルな放射観測網 を作るこ
とを目標に,標記ワークショップが開かれた.「放射」
とは,太陽から来る日射や赤外線ス トーブの赤外線等の
総称である.太陽から来る放射,即 ち日射は大気や地表
面を温め,地 表面からはその温度に応 じた長波長放射
(赤外線)が 出ている.地球(大 気,地 表面系)の 温度
はこの両者がつ り合うよう,放射平衡が成 り立つように
決っている.大 気中の炭酸ガス(CO2)や水蒸気は,こ
の地表面の出す赤外線を吸収 し,自 らは再び赤外線を放
射することで,地 表面を温める働 き,「温室効果」 をも
つ.近 年問題になっている,炭 酸ガスの増加(別 稿の青
木さんの出席 したのはこの関連の学会)に よる地球の温
暖化とか,1970年代に問題にされた大気中の浮遊塵(エ
アロゾル)に よる日射をさえぎる 「日傘効果」による地
球の寒冷化?等 の気候変動は,いつれも放射を仲立ちと
して起るものなのである.炭酸ガスが変化 しても,地球
上の場所によって温室効果増大による地上気温の上昇は
異って現われる.ま た,温度の変化の仕方も一様には現
われない,そ こで,こ れらのプロセスに介在する放射量
そのものが,果 してどのように変化しているのかを,調
べることが,気 候変動の重要な手掛りを得ることになる.
こうしたことから,地表面での放射の出入り,即ち放射
収支を観測すること,そ の長期変動を監視することが重
要になっている.そ こで,現 在,国 際的に実施されてい
る 「世界気候変動協同研究計画(WCRP;南極で行って
いる 「南極気候変動研究計画(ACR)」もこの一環)」
の関連として標記のワークショップが持たれたわけであ
る.
会議は15か国から計40名が参加 して行われた.そ の半
数はアメリカ合衆国,5名 が地元西 ドイツで,残 りがそ
の他の国々からという内訳である.このメンバーは,3
つの課題,(1)アメリカ.ウ ィスコンシン州で行われた地
上観測と衛星放射収支観測の比較,② 国際衛星雲気候計
画　(ISCCP>データを中心とした,全 球的な衛星デー
タに基づ く地上放射収支導出アルゴリズムの比較,〔3放
射収支地上観測点の全球的観測網作 り.に分れて各々の
パネルを構成 した.5日 間の会議の内,前1日 半は全体
会議,後 は各パネルでの検討,そ して随時全体会,と い
う型で進んだ.
課題(1)については,放射収支を士10W/m2以内に求め
るべ しという要求に対 し,現状は衛星キ ャリブレーショ
ンに20%,即ち40W/m2の誤差があることが示された.
地上観測と比べると,2週 間程度の比較では10%以内に
一致するが,こ れは曇 りと晴の日で相殺 された結果で,
個々の比較では標準偏差が100W/m2にもなる大 きな差
があることが報告された,
課題(2}については,1983年7月を対象として.　GOES
東,西,　Meteosat,　NOAA,　GMSの各衛星データをも
とに計算された9グ ループによる放射収支の結果が比較
された.分球平均では良く.致するものの,地 域毎に見
るとバラツキの大きい場所があり,特に短波長の放射量
で士80W/m2におよぶ大きなバラツキが見られた.但 し,
違いの原因は必ずしもアルゴリズムその ものではなく,
計算に使った各種パラメータの問題ではないかとも言わ
れる.
課題3)の地上放射観測について.　NOAA　GMCCのJ.
De　Luisiから現状が報告 された.日射計の検定の基準
となる絶対放射計の精度は0.3%,それが日射計の検定
精度は2～3%,そ して野外観測の精度は5%程 度とな
ること.長波長放射については,短波長放射以上に放射
計,検 定方法が確立していないことが述べられた.実 は,
全天日射計の理想的な精度,2%が 得られたとして,果
してこのネットワークの目的の1つである長期変動が検
知できるかどうかは,それ自身問題である,赤外域で も,
分光測定なら別だが,全 波長の積分値で検知できるのは,
相当大きい変動があった場合である.
衛星セ ンサーのキャリブ レーシ ョンに関連 して,
AVHRR可視チャンネルの大 きい劣化が報告された.
NOAA-　6は0%/年,　 NOAA-7は3.5%/年,
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NOAA-9は6.5%/年,NOAA-11は打 ち上げ後1年
でも5%の 劣化が報告されている.
各出席者か ら,一 人10分間の　"short　presentation"
(短報)が 行われ,我 々の興味ある報告があった.筆 者
も,この場で南極域におけるNOAA衛 星観}則による雲
と,地上放射観測(昭 和,み ずほ,あ すか)の比較の話
をした.いずれ地表面放射収支検証にも役立つ地上観測
網である.
地上放射観測ネットワーク構築について,勧告をまと
めるべ く議論が行われた.そ の結果,精 度の高い放射観
測を行う観測点を全球に10～20点設置する(これまでの
観測網は,多 くは精度の点で問題がある.一部は既存の
ものを拡充,グ レードアップする).設置すべき地域は,
特にグローバルに見て,気候状態を代表するところ,衛
星アルゴリズムに問題の多い所,地 表面状態が特徴的な
所,等 々の条件を多く満たす所 ということで,30弱の地
域が選定された.南極大陸内陸,沿岸海水域,熱 帯海洋,
大陸東岸,チ ベット高原,砂漠,シ ベ リヤ,グ リーンラ
ンド海.北 極海等である.具体的な観測点の候補地とし
て,既 存の観測所を中心に出席者から紹介があった.日
本の関係では,既 に多 くの条件を満たす観測 を行ってい
る昭和基地(地表面の代表性からは内陸基地の方が望ま
しいが,設 営的に困難多い)と 気象庁の高層気象台(つ
くば市)を 紹介した.
衛星が進歩することで地上観測にとって替るのではと
予想されていたものが,実 は,衛 星観測を意味あるもの
たらしめるには,よ り精密な地上観測が必要になってき
たという,大変示唆に富む議論であった.
南 ドイツ,マ イン川のほとりの歴史的な街 ビュルップ
ルク.その街並みを見下す小高い丘,ブ ドウ畑に囲まれ
た,城 を形どったホテル　(Schloss　Steinberg)　で会議は
行われた.ち ょうどブ ドウの取入れも終 り,今年のワイ
ンは良いできだったとか….果 して将来この気候がどう
変っていくのか,ブ ドウ酒のできの良 し悪 しに止らない
重大な問題の鍵を秘めているのであった.
(筆者:国 立極地研究所地球物理学研究部門助教授)
西独 におけ る"第3回CO2デ ータの解析 およ
び評価 に関す る国際 カンファレンス"報 告
青 木 周 司
第3回 カ ンフ ァレ ン スは1989年10月16日か ら20日にか
け て,西 ドイ ツ南 部 の 黒 い 森　(the　black　F。rest)　に あ
る 保 養 地 ヒ ン ター ザ ー テ ン(Hinterzarten)の公 営 集 会
所　(Kurhaus)　で 開催 され た 。 この 村 は た いへ ん 風 光 明
媚 で,季 節 が ら空 気 が 澄 み 青 い 空 に映 え る紅 葉が 印象 的
だ った。 日本 か ら は北 大 の 角 皆 静 男 先 生,東 北大 の 中澤
高 清 さん,気 象研 究 所 の 井 上 久 幸 さん,名 大 の松 本英 二
先 生 と大学 院生 の 北 川 さん,そ れ に私 の 計6名 が 参加 し
た 。 カ ンフ ァ レン スが 始 ま る前 日 の夕 方 に,集 会 所の 近
くに あ る ホ テ ルで,ア イ ス ブ レー カ ーが あ った。 これ は
直 訳 す れ ば,"砕 氷 船"に な って しま う が,参 加 者の 気
4
持ちをなごやかにするための簡単なパーテ ィーのことで
ある。 ドイツワインと塩味のついたパンだけの質素な会
だが,久 しぶ りに再会した各国の研究者や,日本を訪れ
たことのある研究者と歓談し,たいへん楽 しい時を過ご
すことができた。 また,こ のワイン(と くに白)がおい
しかった。旅の疲れと時差により,この楽 しい会も1時
間ほどできりあげホテルに戻った。
翌日からのカンファレンスでは口頭発表が60件,ポス
ター発表が22件あり,そのほか2つのワークシ ョップが
あった。カンファレンスはIOのセ ッションに分かれてい
たが,こ れらを内容的に大 きくまとめると,①実測,②
データ解析手法および③CO2循環モデルに大別できる。
それぞれについて概要と今回特におもしろかった点をあ
げると次のとおりである。
①実測:過 去のCO2濃度変化,大 気中のCO2濃度測
定,CO2に含 まれる同位体の測定,大 気 と陸上植物の
CO2交換,大 気 と海洋間のCO2交換か ら成 り3分類の
うちで一番バラエティーに富んでいた。過去の大気中の
CO2濃度変化の推定では,ア イスコアー中に含 まれる気
泡の分析が主流になってお り.スイスのベルン大学のグ
ループとフランスのグルノーブルにある研究所のグルー
プが最先端を走っている。彼らの測定によれば,大気中
のCO2濃度変化は氷期,間 氷期,と いった気候変動 と
密接に関係 してお り,今から2万年くらい前の永河期に
は大気中のCO2濃度は200ppm程度だったものが,その
後280ppmと増加 してきたことが明らかになっている。
今回はCO2の変化が気候変動を引き起こしたのか,気
候変動によってCO2が変化 したのかを明らかにすべ く,
分析された気泡が氷に閉じ込められた年代を正確に求め
る試みが発表された。
私は大気中のCOz濃度測定のセッションで南極昭和
基地のCO2濃度連続測定結果について発表したが,大
気汚染のほとんどない場所で世界的に最も精度の高い測
定がなされていることが注目を集め,CO2濃度の経年変
化について,ま た計測技術についてい くつかの質問を受
けた。また,イ タリアの研究者から日本の南極観測につ
いて詳しく知りたいとの要望を受けパンフレットを後送
することを約束した。また,このセッションでは,現在
あまり手を付けられていない航空機によるグローバルな
CO2濃度の時空分布の測定が東北大の中澤 さん(私 も共
著になっている)に より発表され,そ の貴重なデータに
注 目が集まった。また,ソ 連で も数カ所でCO2濃度の
バックグランド測定がなされていることがはじめて公表
された。
CO2に含まれる同位体の研究は従来おもに炭素につい
て行われて きており,大気一海洋間と大気一生物圏間の
CO2交換に関する情報や,海 洋中でのCO2の輸送につい
ての情報が得られており,CO2循環モデルのパラメータ
を決定する基礎データとなっている。今回は,さ らに酸
素の同位体 を用いた研究発表が2件 あり,CO2循環に対
する情報がさらに増えた。 しかし,研究はまだその同位
体分布 をきちんと解釈するまでには至っておらず今後の
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発展が望まれる。
海洋のCO2に関しては,ア メリカのコロンビア大学
のグループや日本の気象研究所のグループが表層海洋中
のCO2分圧の測定を精力的に行ってきている。大気と
海洋間のCO2交換に関 しては,大 気と海洋間の分圧差
以外に風速に関係した交換係数にも支配 されており,風
が強いほど交換量が大きくなる。フランスのパ リ大学の
グループは人工衛星から得られた風速分布からグローバ
ルなCO2交換係数の時空分布 を求める試みを始めてお
り.新 しい研究として注目された。
②データ解析手法:大 気中のCO2濃度観測は世界各
地のさまざまな場所で行われて きたが,そ れらの時系列
データを解析する手法は,今の ところ研究者によってま
ちまちである。このため,CO2濃度の経年変化や季節変
化振幅のトレンドといった微妙な現象を見る場合,同 じ
データを用いて も解析手法の違いにより結果が異なるこ
とがあった。今回のカンファレンスでも新しいデー タ解
析法の紹介がい くつかなされ、またデータの時系列解析
に関するワークショップも開かれた。結局,い ずれの方
法がよいかはその場では結論がでなかったが,同 じデー
タを用いた解析法コンテストを行うことになった。
③CO2循環モデル;CO2は大気,海洋および生物圏問
でやりとりされている。これらの交換量 を定量化するた
めにさまざまなモデルが作 られてきた。これまで,大気
に関しては比較的精度の高い観測データが提供されてい
たこともあり大循環モデルなどの高度なモデルの開発が
なされてきた。 これに対 して海洋や生物圏は簡単なボッ
クスモデルないしはそれを多少改良 したモデルしかなか
った。ところが,今 回海洋の大循環モデルが新しく出さ
れ,今後の発展が期待 される。
もう一つのワークショップはWMO　(世界気象機関)
の要請によって作 られているCO2のバ ックグラウンド
モニタリングネットワークに関するもので,日 本の気象
庁に設置される予定のデータセンターへの期待の強 さが
印象に残った。
今回のカンファレンス全体をとおして一・番刺激を受け
たことは,若 い研究者の台頭である。　C,　D.　Keelingは
大御所として依然君臨していたが,　B,　BacastowやG,1.
Pearrnanなどが第一線か ら身を引き,　P.　P,　TansやL
G.　Entingなどの30代から40代前半の若手が議論の中心
にどんどん進出 してきていた。また,このカンファレン
スのコンビナーは30代半ばの女性研究者1,　Levinであり,
独身でしかも美人ということでたいへん人気が高かった。
もう一つ刺激を受けたことは,CO2循環モデルに関 して
欧米の研究者が国を越えて協力しあい研究を進めている
ことである。今のところモデルの研究に関して,日 本は
たいへんたち遅れており,研究体制の点でも彼らに学ば
なければならないことが多い。今後どうしたら彼らに追
いつけるか真剣に考えなければならないと痛感した。
カンファレンス終了後,土 日を利用してスイスのツェ
ルマ ットを訪れ,紅 葉のなかに真っ白にそびえ立つマ ッ
ターホルンを見て.そ の男性的な雄姿にしばし時を忘れ
た。月曜 日ベルン大学にU.　Siegenthalerを訪ね,ア イ
スコアー解析の実験室を見学 させてもらった。理学関係
の学科が入ったビルはかなりこじんまりしていたが.実
験を支える工場が充実 しており,テクニカルスタッフも
多数いて,研究環境が非常に恵 まれていると感 じた。そ
の後,パ リのシャルル ドゴール空港から帰路についた。
(筆者1国立極地研究所地球物理学研究部門助手)
第10回南極地学シンポジウム
本 吉 洋 一
第10回南極地学シンポジウムは,平成元年10月31日,
11月1日の2日 間にわたり,当研究所講堂において開催
された。のべ参加人数は108名,発表件数は38件,うち
ポスターセッションは2件 であった。
セ ッションは次の7つ に分かれ,そ れぞれの発表論文
に対 し活発な討論が成された。
1.七一ルロンダーネの地質学 鉱物学(6件)
ll.昭和基地付近の地球化学(7件)
m.マ クマードサウンドの地球科学(3件)
IV.海洋域の地球科学(3件)
V.七 一ルロンダーネ1][地の地形と地球物理(7件)
V【.南極域の地球化学(4件)
vr.南極とゴンドワナの地球科学(8件)
これを見てもわかるように,セ ー,レロンダーネ地域の
地学研究の発表件数が最も多く,ここ4-5年 の調査結
果をふまえて,同 地域の地球科学的情報量がかなり蓄積
されてきた観が強い。特に,こ れまでの予察的な報告を
越えて,発表内容が具体的かつ解析的になってきてお り,
研究そのものが発展段階に入ってきたことを示 している。
この状態は,今 後2～3年 続 くもの と予測されるが,
1991年に予定されている南極地学国際 シンポジウムに向
けて,七 一ルロンダーネの研究を総合化していく努力も
必要であろう。
この他,海 域のデータの解析が増えてきたこと,船上
観測における地磁気3成 分測定の成果.南 極とゴンドワ
ナの問題が単なる トピックスではなく,よ り実証的な問
題として取 り扱われるようになったことなど,特筆すべ
き事柄 も多かった。
ところで,南 極地学シンポジウムも10回目をむかえた
わけであるが,こ の10年間をふり返ってみるに,南 極地
学の問題点が,南 極 とい うregionalな問題から,地 球
上の南極大陸というglobalな方向へ と視点が拡ってき
たのは,学問の進む方向として当然のことであろう。こ
のことは,前 に述べたように,南 極周辺の海洋域の情報
量が増えてきたり,かつてのゴンドワナ大陸の隣接地域
であるスリランカ,イ ンド,アフリカなどの地学調査報
告が,単 なる南極にまつわる トピックスではなく,今の
地球科学のホットな問題として議論されてきたことによ
っても伺い知ることができる。つまり.南極という閉鎖
系で物を考えることは,い ろいろな意味ですでに限界に
来ているというべ きである。
極 地 研 ニ ュ ー ス94
この10年間,日 本隊に参加 した人やそれにかかわった
人たちの努力によって.昭 和基地周辺や内陸地域の地球
科学的研究は着実に成果をあげてきた。問題は,こ うし
て積み上げられてきた成果を,これから先 どのように発
展させていったらよいか、ということである。
南極地学シンポジウムは,これまで南極ファミリーの,
いわば身内の集まりという色彩が強かったように思う。
出席者の顔ぶれを見ても,ほ とんどの人がかつて南極観
測隊に参加した人,あ るいはそれにかかわった人で占め
られている。一方で,国 際集会などに出席 してみると,
日本人の出した成果が,ほ とんど外国に知られていない
という事実にが く然とすることがある。　JAREに参加 し
て得 られた成果をシンポジウムで発表 し,ついでプロ
シーデイングスに論文として投稿する,と いうのは各研
究者のオブリゲーションとしては当然のことなのであろ
うが,こ れに加えて,外 国に対 して我々の成果を積極的
に知らせる努力 を払 うべ きであろうし,外国の人たちも
それを求めている。第9回南極地学シンポジウムの報告
(極地研ニュース,88)にもあったように,外国人研究
者にシンポジウムへの参加を積極的に呼びかけていくこ
とも,将来的には必要になって くるだろう。南極の地学
研究何様,我 々の研究意識も,決 して閉鎖系であっては
ならないのである。
(国立極地研究所地学研究部門跡手)
第31次南極地域観測隊出発
第31次南極 地 域 観 測 隊(内 藤 靖彦 隊 長 以 下55名,同 行
者4名,う ち2名 は オ ー ス トラ リアの プ リ マ ン トル港 か
ら乗船)を 乗せ た観 測 船 「し らせ」 は,11月14日脚 午 前
11時家族 を は じめ,関 係 者 多 数 の 見送 りの 中,東 京港 晴
海 埠頭 か ら 南極 に 「i']けて出 港 した。
第31次隊 は,12月.ド旬 に ブ ラ イ ド湾 に到 着 し,あ す か
観 測 拠 点 に約170トン の物 資 を輸 送 す る。1月 .ヒ旬 に は
昭 和 基 地 に 回航 し,約630ト ンの 物 資 を輸 送 す る とと も
にT200kl油タ ン ク,配 線 ラ ッ ク及 び 廃 棄 物 処 理 施設 等
の 建設 作 業 を行 う。
な お,第30次 越 冬 隊 との 越 冬 交代 を2月 上 旬 を 目標 に
実 施 す る
第31次隊 は第30次隊 に引 き続 き観 測 を行 うほ か 、2機
の小 型 ヘ リ コ プ タ ー を用 い て セ ー ル ロ ン ダー ネ 山地 地 域
の地 学 ・生物 ・雪 氷 の 調 査 を行 う。
その 後 「し らせ 」 は 、 ア ム ンゼ ン湾 に 向か い沿 岩露 岩
域 にお い て地 学 ・生 物 の 野 外 観 測 を実 施 しつ つ,3月 上
旬 に南 極 圏 を離 れ て オ ース トラ リア の シ ドニ ー に 入港 す
る。
第30次越冬 隊 員,第31次 夏 隊 員 は,3月28F1シ ドニ 一ー
か ら空 路 帰 国 し,「 しら せ」 は4月13U東 京 港 に 入港 の
予定 で あ る。
極 地 研 =一 ス94
第32次観測隊長 ・副隊長決まる
第95回南極地域観測統合推進本部総会が11月13日東條
会館で開催 され,第32次観測隊長及び副隊長が次のとお
り決定 した。
○隊長(兼 夏隊長)
國分 征
昭和10年8月18日生
東京大学理学部教授
極地歴:【南極地域観測隊】
第7次 越冬隊
第13次越冬隊(副
隊長)
第18次夏隊(副 隊
長兼夏隊長)
【北極地域 の調査
活動】6回
(カナ ダ北極圏,
スバールバル,ア
イスランド)
○副隊長(兼越冬隊長)
藤井 理行
昭和22年1月11日生
国立極地研究所研究系助教
授
極地歴:【南極地域観測隊】
第18次越冬隊
第25次越冬隊
【北極地域の調査
活動】3回
(グリーンランド,
スバールバル)
○副隊長(兼越冬副隊長)
巻田 和男
昭和21年5月12日生
拓殖大学工学部教授
極地歴:1南極地域観測隊】
第17次越冬隊
1北極地域の調査
活動】4回
(アラスカ,カ ナ
ダ北極圏,グ リー
ンランド)
昭和基地
11月に入 り上旬は好天が続いたが,13日から15日にか
けてA級,25日にはC級 のブリザー ドが記録 されるな
ど中,下 旬は悪天 となる日が多かった。特にA級 ブ リ
ザー ド時には11月の観測史上第1位 の強風を記録した。
このため各所に多量の ドリフトが付き,一部除雪を始め
ていた道路等 もまたやり直 しという状態になって しまっ
た。また,海氷上に駐機 してあった飛行機もドリフトに
埋 まり,全員作業で掘 り出 しを行った。
26日,最高気温 がプラスとな り,27日にはプラス
2.7℃まで上昇 した。このため雪解けも進み,基 地の随
所で茶色い地膚が見られるようになった。
気温の上昇に伴って生物調査活動も活発になり,21日
から26日にかけて,ラ ングボブデ袋浦に滞在 してのアデ
リーペ ンギン調査が行われるなど,動物センサス関連の
野外行動が頻繁に実施された。
越冬明けとともに始まる夏作業のスケジュールも決ま
り,第31次隊の受入れ準備も着々と進んでいる。
あすか観測拠点
11月も引き続 き風が強く,日 平均風速が10m/S以下
の日は4日 間という相変わらず 「あすか」らしい天候で
あった。特に中旬はブリザードが5日 間も続 き,外に出
られたのはわずか1日 のみで,外 作業が支障なくできた
のは月全体を通 して も5日足らずであった。10月と同じ
く調査隊4名が基地を留守にし,この間の作業は4人で
行わなければならなかったが,晴 天時を見計らって深夜
まで作業を行い,車 両整備等の第31次隊受入れ準備の大
半を終えることができた。
一方今越冬観測最大のオペ レーションであるナンセン
氷原におけるボーリングは,ド リルスタックやブリザー
ドで悪戦苦闘 したものの当初の予測をはるかに上回る
50mまでのサンプリングに成功 した。その他の調査 も
順調にはかどり,基地に残っていた4名 の隊員にとって
も大きな励みとなった。調査隊は帰路再びブリザー ドに
よる停滞を余儀なくされたものの,27日全員無事帰投 し
約1カ 月ぶりの再会を喜び合った。
第31次隊を乗せた観測船 しらせ出港と共に夏の訪れを
告げる雪鳥も飛来し,トウゾクカモメの姿を見る日も多
くなった。観測器材 ・設備の撤収.帰 国のための梱包等
も大詰めを迎え慌ただしい毎 日に隊員達は嬉 しい悲鳴を
あげている。
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南 極 月 別 気 象 資 料(Menthly　Chmat}c　Data　for　Japanes.　e　Antarctic　Stations}
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